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日本神経科学学会奨励賞申請書

西暦　　　　年　　月　　日

日本神経科学学会奨励賞
選考委員会委員長殿


申請者:所属・職・氏名


日本神経科学学会奨励賞に応募いたしたく、 履歴書および申請課題に関連した論文の別刷を添えて申請いたします。

学位取得年月日:　西暦　　　　年　　月　　日

ライフイベント・災害等による研究活動の中断または遅延（○で囲む）：　あり　なし

（ライフイベントにより研究活動が中断または遅延した期間がある場合には考慮の対象となりますので、その内容を具体的に履歴書に記載してください。）

研究領域（学術ドメイン）（○で囲む）：
A. 基礎神経科学
B. システム・情報神経科学
C. 臨床・病態神経科学

電子メールアドレス：

所属と住所：

申請課題:




研究成果の概要
（申請課題における申請者自身の役割を明確にして記載してください。図表等を含めてもかまいませんが、用紙の追加はできません。）

研究成果の当該領域における位置づけ
（上記研究成果の当該領域における新規性、貢献、意義などについて記載してください。図表等を含めてもかまいませんが、用紙の追加はできません。）














研究の発展性
（本課題の今後の展開・発展と当該研究領域の発展性について、申請者自身の研究構想を記載してください。図表等を含めてもかまいませんが、用紙の追加はできません。）

研究業績
発表済みまたは掲載が決定している原著論文、総説、著書、その他特記すべき業績（産業財産権、招待講演など）を、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、通し番号を付して記入してください。申請者に下線を付し、申請課題に関連して別刷を添付した論文に○を付けてください。著者名、論文名、掲載誌名、巻、最初と最後の頁、発表年が含まれていれば書式は自由です。英文論文には原則として、引用数（Google Scholar）を併記してください。また以上とは別に、日本神経科学学会大会での発表実績を、現在から順に発表年次を過去にさかのぼって記入してください。著者名、発表タイトル、発表年が含まれていれば書式は自由です。必要に応じて用紙を追加してください。

【原　著】

【総　説】

【著　書】

【特許等】

【招待講演】

【日本神経科学学会での発表実績】


この推薦書は、応募者本人ではなく、推薦人から選考委員会宛に直接お送り下さい。
推薦人は日本神経科学学会の会員でなければなりません。
日本神経科学学会奨励賞推薦書

西暦　　　　年　　月　　日

日本神経科学学会奨励賞
選考委員会委員長殿

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　を日本神経科学学会奨励賞受賞者としてふさわしいものと考え推薦します。
推薦者:所属・職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


推薦理由:

